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2種類のニカメイガ卵寄生バチの共存楽

犬竹昭郎 （島根農科大学応用昆虫学研究室）

、Akio OTAKE

　　　　　Coe夏1stence　of　two　egg　paras1tes　of此e　r1ce　ste皿borer，

rηoんo8rα肌㎜α／αア㎝乙c砒㎜ASHMEAD　and．1）加〃z〃眺ろ㎝θ戸o－e肌8ZEHNTER

　　　　　　　　§一　共寄生と芙存

　寄主を同じくし，発生の時期を同じくし，しかも習性

の似寄つたク種類の寄生バチの個体群の相耳関係に，最

も大ぎく作用する因子として，共寄生の現象がある。

　共寄生とは，同じ寄主の体内に，2種以上の寄生バチ

が寄生する現象でラ普通／種類によつて他種類は発育途

中で何らかの形で殺されてしまう。深谷（136）の挙げた

ブラン．コケムシの寄生バチのように2種類が共に成育す

る例は稀である。親バテに，健全な寄主と，すでに他種

によつて寄生された不健全な寄主とを見分げ，後者には

卵をうみつけないという能力が完全に備わつていれぱ，

共寄生は起らないわげである。

　もつとも，2種類の個体群の相互関係に影響する因子

は共寄生のみではない、内田（一52）が実験室内で観察し

ているように，一方の親バチが他種の産卵を邪魔するこ

ともある。しかし自然の中では，余程密度でも高くない

隈り，このような現象は起りにくいのではなかろうか。

やはり決定的な因子は共寄生と考えられるので，Iこふに

問題をしぼつて以下の考察を進めてゆぎたい。

　共寄生が起らないか，起つても2種類とも正常に発育

するのであれぱ，一方の種の個体群が他方の種の個体群

を圧迫することなく，これら2種類の個体群は永く共存

することができ乱ところが共寄生によつて一方が他方

の種を倒すのであれぱ，優者の個体群は，多かれ少なか

．れ劣者のそれを圧迫し，これら2種類の共存はおびやか

されるであろう。

　いずれにしても，共寄生および2種の寄生バチ個体群

の共存は，天敵利用の面でしぱしば重要な問題とされる。

例えぱハワイでは，地中海ミバェc舳舳；・・α艸ωαの

天敵として次々に輸入された寄生バテの間に共寄生が起

り，最初高い寄生率を示していたある種が，遅れて効果

をあらわしてきた他のある種に圧迫されて天敵としての

効果が弱められた（WILLARD＆MASON，’3ア）。

※　島根農科大学応用昆虫学研究室業績，矛7号

FLANDERS（’40）は，他の土地カξら輸入された天敵が

定着するかどうかの条件のひとつとして，土着あるいは

それより前に輸入され定着している天敵との間の競争を

問題にしている。またこの問題の理論的考察はSMIT亘

（’29）によつて試みられており，最近，内田（’52，’53，

’55）はアズキゾウムシの幼虫の寄生バチ2種を用い，

SIMMONDS（’53）はキモグリバェの1種08・ゴπe〃α介〃

の数種の寄生バチを用いて実験を行つている。

　上に述べたような寄生ノアの共存の問題は・一般的に

云えぱ，生態的地位（eco10gica1niche）の等しい数種

の動物の種商関係の問題に外ならず，これはGAUSEの

実験（’37）をもととして発展させられたいわゆるGAUSE

の仮設で普通説明されている。GAUSEの仮設とは，人

々よりさまざまに云い表わされるが（GILBERT，REY－

NOLDSON＆亘OBART；’52），不完全ながら簡単に云

えば，“食物を同じくし，しかも習性の似寄つた（云いか

えれぱ，生態的地位ρ等しい）2種類は，同じ時期に同

じ場所に共存できない！もし一緒に置かれれぱ・、食物

をめぐる激しい種問競争が起り，一方の種（の個体群）

が，他方の種（の個体群）を圧迫して遂にはその場所か

ら駆逐してしまうと説明される。ρRO立BIE（147）はか

れの綜説で自然界の中で多くの実例を挙げている。

　しかし，生態的地位の等しい動物の種問関係がすべて

GAUSEの仮説で率せられるのではない。例えぱ，最近，

伊藤（’54）は，オオムギで2種類のアブラムシを飼青し

て～2種類が混り合つたまま，それらの個体群は単独の場

合と同様な様式で成長してゆくことを報告し，GAUSE

の仮設そのものに対する批判を行つている。寄生バチの

場合では，先に挙げたように共寄生しても2種類共に成

育する例が少くはあるが存在するし，内田（’52，’53，’55）

の一連の実験ではラ共寄生でデ方が他方を倒し，また一

方の産卵が他種によつて邪魔されるにもかかわらず，2

種類の寄生バチは永年にわたつて共存している。親バテ

が他種に侵された寄主を見分けて，それへの産卵を避
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げ・幼虫の問の種間既争を未然に防くというのも共存の　　る。更に親バチが好んで卵をうみつげるのは，両種とも

一つの型式である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　主として二カメイガ卵の発育の初めの段階である（弥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨，’55，および，’岡田，牧；’34）、以上から，ごれら2

　　　　　§2　混つて棲息する2種類の　　　　　種類は時期を同じくして発生し，生態的地位の等しい寄

　　　　　　　　ニカメイ菊の卵寄生バチ　　　　　　生バチと云うことができょう。∵

　ニカメイガ0舳・舳附θ∬αZ・・WALKERの卵の寄生　　　LACK（’46）も云う通り，もし両種ともに個体群の密

バチとして大ぎな役割を演じているのは，目本ではラ　　　度が低い場合は，見た目では混つて凄息しているようで

ズイムシアカタマゴバチ閉・ゐ0ざ・α肌㎜αブαp・ηε㎝肌　　　も，おのおのの種は互に干渉し合うことなく独立に生活

ASHMEAD（タマコヤトリコハチ科）とスイムシクロタ　　してゆくことがでぎる。しかしアカとクロとの場合は，

マコハチ〃伽泌閉”舳戸・1舳ZEHNTERクロタマコ　　両種が同時に寄生し走ニカメイガの卵塊がしぱしぱ発見

バチ科）とであるが，松江附近では両種とも豊富に臨巨一　されるのであるから・両種が全く無関係に霞急するとは

している。これら2種類は，時期を同じくしてニカメイ　　云えないわけであ乱

グの卵を攻撃し・同じ圃場の中に入り拝つて分布してい　　　わ牟くしは・／954年・’55年の2ケ年間にわたり・ニカ

る（大竹，’55）。もつとも，同じ場所に分布すると云つ　　メイガ矛／化期での卵寄生バチの調査を行つた。1954年

ても，一方の種は水面近くを好みプ他方の種は上の方の　　には，6月下句に1回，島根農大附属農林高校の実験圃

卵塊を好むとレニうような位置によるすみわげがあるかも　　場（松江市乃木・早生の本田）を調査し・’55年は・5月

しれない。渋谷，弥富（’50）はニカメイガ矛ク化期につ　　上旬から7月上句にかけて松江市乃木，法吉，持甲の3

いて地面からの卵塊の高さによるズイムシアカタマゴ　　ケ所の苗代および本田を調査した（苗代の調査面積，本

バチ（以下アカと呼ぶ）の寄生状況をしらべ，岡田，牧　　田の調査株数は調査ごとにかなりの変異がある）。154年

（’34）は苗代で水面からの卵塊の高さによるズイムシク　　度の調査の結果はすでに報告したが（大竹，’55），採集．

ロタマゴバチ（以下クロと呼ぶ）の寄生状況をしらべて　　した1ア3卵塊のうち，’アカの寄生を受げた卵塊87，クロ

いるが，両者とも卵塊の位置による寄生率のいちじるし　　の寄生した卵塊48で，そのうちアカとクロ両方の寄生し

い違いはないとの結論を得ている。ここからアカとクロ　　たのは2／卵塊であつた。’55年度の調査の結果は矛1表に

とは水面からの高さに上るすみわげはないか，あつても　　示される。

重偉の程度のいちじるしいものと考えてよさそうであ

　　　　　Table　L　　Number　of　egg　masses　of0肋Zo舳卯閉∬αZ｛3parasitizea　by　two　species

　　　　　　　　　　of　its　egg　parasites．　Sur∀eys　were　d－one　at　the　emergency　per1od．of

　　　　　　　　　　the　motb，0二3ωpPre83α〃8of　its　first　broodl，in／955．

P1ace

Nogi，Matue

City※

Hokki，Matue

City

1Motida，Matue

C三ty

Date

May　／9
　　　25
　　　31
June　7
　　　14
　　　2／
　　　29

May20
　　　26
Jme　2
　　　9
　　　／6
　　　23

May26
June　2
　　　9
　　　／6
　　　23

No．　of　egg

rnaSSeS　　CO1・

1ected　（A）

　2

33
54

／69

32
　6

　3

1
143
48
24

41／

14
70
49
32

5

No．　9f　egg
maSSeS
paraS1t1zed
by　τ．　ブαpo一

がoα肌　　（B）

0
3
2
16

3
2
2

0
5
3
5
0

10

0
3
2
8
5

No．　of　egg
maSSeS
paraSitized
by　　P．　6eπe一

！｛oオθπ8　（C）

0
1
3

39

8
0
2

0
／8

27
／9

／

1

3
6
1
0
0

No．of　eg9㎜asses　para－
sitized　by　both　species

0bserved
　（Dコ）

0
／

5
2
0　－

1

2
1
4
0
／

0
0
0
0
0

Expected一※※
　　（D2）

0．1

0．／

3．7

0，8

　0

1．3

2．1

／．7

4，0

　0

0．9

　0

0．3

0．1

　0

　0

蓼w　Survey　was　cont皿ued　af亡er29Junらbut　the　egg　mass　cou1d　not　be　co11ected・
％費※　D2＝B×C／A
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Figure I . Comparison of parasitism between the egg masses parasitized by ph.a,n,u,ru,s 

beneficiel~s alone and by both species of ph,a,n,u,ru,s beneficiens and Trich,ogra,m,m,a, 

japon,icum., in the first brood of emergency of Chilo su,ppressa,lis in 1955. 

Size of egg mass is the total nurriber of eggs composing an egg mass. O : egg mass 

parasitized dy P. beneficiens alone. O-A : egg mass parasitized by P. ben.eficien,s and 

T. japoT~icu,m., altitude of ･the- circle represents the number of eggs .parasitized by P. 

ben,eficien,s and th~t of the triangle is that by T. japonlcum 
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種類が1つの卵塊を共有する現象がしぱしば起る。

　2．親バチが卵をうみ込む二カメイガ卵粒について

も，すでに他種が寄生しているものを避げるという傾向

はなル・ようである。その結果，同じ食物をめぐつて両種

の問に競争が起り，クロはアカに倒されるものと思われ

る。

　GAUSEの仮説からすれぱ，これら2種類の共存は不

可能なはずであるが，事実はこれに反し，山陰地方では

両種は混り合つて蟹息している。

　アカの個体群によるクロの個体群め圧迫があるにもか

かわらず，後者が消え去らない原因は次のように考えら

れる。アカめ寄生の状態はすでに報じたとうり（大竹，

’55），卵塊の大ぎさにかかわりなく寄生する卵粒数は30

以上にならないのが普通である（後に述べるような特殊

な場合を除いて）。すると1卵塊の平均卵粒数は90～100

程度だから，平均して60～70以上の卵粒がアガの寄生を

まぬがれる。一方，矛／図でもわかるとうり，クロの寄

生状態はアカのそれよりはるかに能率的である。従つ

て，結果的にみて，クロは主としてアカが利用していな

い部分を利用していることになり，共寄生が起つてもそ

の割合はさして大ぎなものと云えないわげである。以上

から，アカによるクロの圧迫はありながらも，その程度

がいちじるしくないため両種の個体群は共存してゆくこ

とがでぎると説明してよさそうである。

　ただ，寄生バヂが多い割に寄主が乏しい場合は問題が

あろう・’55年6月23日（すでにニカメ．イ止ガ氷1化期は終

りかげていた）法吉で11卵塊採集したが，そのうち／0卵

塊がアカに寄生されていた（矛1表）。これらのおのお

のについて卵粒寄生率を調ぺてみたところ，5つまでが

100％に近い値を示した（大竹，’56）。もはや二カメイガ

の卵塊が少くなつた時期に，たまたまアカの親バチの羽

化が盛んに行われたため，アカとしては異常に高い寄生

率を示したものと思われるが，このような場合にもしク

ロも沢山いれば共寄生がいちじるしく，クロの個体群に

対するアカの圧迫は高くなるに違いない。’55年にはク

ロの最盛靭辛6月初めであり，中ごろ以後には非常に数

が減つてしまうρで，実際に受げたアカの圧迫はそれほ

ど大ぎいものではなかつたわげだが．（もつとも6月中旬

に非常に少メなつたのがアカとの競争に原因したのだつ

たら話は別だが），毎年このようにアカとクロとの個体

群の変動に時期的なずれがあるとは限るまい。もし，ニ

カメイガの発生の終りごろに，アカ，クロ共に最盛期を

迎えるようなことカ｛あれぱ，クロの個体群の蒙る影響は

相当に大ぎく，後々までそれが及ぶものと思われる。

　最後に，この報告をまとめる際に，京蔀大享農学部内、

田俊郎教授，島根農科大学近木英哉助教授にはk・ろいろ

と有益な助云を頂き，また，京都大学農学部昆虫学研究

室の室員および卒業生よりなるある会合の席上では多ぐ

の方々より貴重な批判をいただいたことを記し，これら

の方々に深い感謝の気持を捧げたい。
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SUMMARY 
1. A discussion is brought up on the interrelation 

between two species of egg parasite of the rice 

stem -borer, Trichogramma japoTticuln ASHMEAD 

and Phanurus beneficierbs ZEHNTER, which' in-

habit together in a rice fie]d in Matue district. 

2. It is frequently observed that an egg mass 

is simultaneously parasitized by both species, as 

tabulated in Table I. It is concluded from the 

agreement between the observed frequency of 

parasitized egg masses by both species and the 

calculated frequency based upon probability, that 

the egg deposition of one species parasite to an 

egg mass is not influenced by another species 

even if an egg mass of the borer has already 

been parasitized by another. 

5. It seems that both species have no ability 

of discrimination between healthy and parasitized 

egg and P. ben;eficiel~s is killed by T. japolticum 

when multiple parasitism occurs between them. 

This is the reason that the number of P. bel~e-

ficielbs in the egg mass parasitized by both species 

is frequently less than that in the egg mass para-

sitized by P. be/heficiens alone, as represented 

in Figure I . 

4. Multiple parasitism, however, did not occur 

so frequently, because the number of host eggs 

parasl~lzed by T. japo/hiculn in each egg mass rs 

usually small comparing to the total numder of 

eggs composing an egg mass, and. great number 

of them remains to be available for parasitiza-

tion. Therefore, in spite of the population of 

P. bel~eficiens is checked by that of T. japoThiculn 

both parasites can coexist in the same place, in 

the same time. 
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